ＷＮＶ媒介蚊対策シミュレーションまとめ（概要）

１　事業の目的
大阪府では、平成１５年度よりウエストナイル熱ウイルス（WNV）を媒介する蚊のサーベイランスの実施などウエストナイル熱の侵入に備えてきた。平成１８年度は泉南市（６５０世帯）において、初めての媒介蚊の緊急防除対策のシミュレーションを実施した。

今年度は、広域のシミュレーションとして田尻町全域（２３００世帯）を対象に実施した。
２　防除シミュレーションの組織と一斉薬剤処理
大阪府健康福祉部環境衛生課、大阪府泉佐野保健所、田尻町が実施機関として連携し、田尻町地区連合会の協力をいただいた。また、大阪府立公衆衛生研究所から技術指導を、社団法人　大阪府ペストコントロール協会、財団法人　大阪防疫協会には下記の公共地域における薬剤処理の実務協力を受けた。
　一斉薬剤処理は、昆虫成長制御剤（幼若ホルモン様物質）を用いて次の日程で実施した。

平成１９年８月３日（金）　　　 　　　公共地域　　要員６０名
平成１９年８月４日（土）、５日（日）　民有地　  　住民
３　蚊防除効果の調査および住民アンケート結果について　　　　　（参照：結果図・表）
　小学校と民家の蚊捕集結果を見ると、アカイエカは薬剤処理前から減少した状態にあったが、ヒトスジシマカは小学校で薬剤処理の効果が現れる時期に捕集数の減少傾向があり、一時増加後８月末から９月に減少した。また、民家で薬剤処理後の捕集数がしだいに減少している。
この結果と大阪府のＷＮＶ媒介蚊サーベイランスの結果と比較すると、サーベイランスの結果は８月末から増加したことに対して、明らかに減少が見られたことから一定の効果があったと考えられた。
蚊の消長に関する住民アンケートでは、田尻町中心部で時期を追って「蚊が少ない」という実感が減少したのに対し、周辺地域では「蚊が少ない」という実感が増加した。サーベイランス結果と比較すると、中心部はヒトスジシマカの消長に、周辺部はアカイエカの消長に呼応しているように思われ、蚊の発生源の種類や分布の違い、薬剤処理場所の選定法などさまざまな要因の影響が考えられた。
４　事業のまとめ
今回のシミュレーションは、大規模な取り組みが田尻町の地域的課題と感じられていたことや昨年の経験もあいまって組織作りは順調であった。
他方、広域になればなるほど個々の住民への働きかけは困難となり、各個人による刺咬防止やシミュレーションの周知には、紙媒体だけでなく一層の工夫が必要と考えられた。
薬剤処理は一定の効果があったと考えられるが、時期や回数の設定、薬剤処理を除外した場所の再検討、蚊成虫の重点的防除の重要性が示唆され、今後の技術的課題となった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図：蚊捕集結果）

（１）　小学校（田尻町吉見）
[image: image1.emf]小学校
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＊ヒトスジシマカは８月１４日に捕集数の減少傾向がみられ、９月以降に捕集数が急に減少した。
（２）　民家（田尻町嘉祥寺）
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＊ヒトスジシマカは８月中旬から９月初旬にかけて減少傾向を示し、９月２５日には再び増加に転じた。
（３）　ポンプ場（田尻町りんくうポート南）、対照区（泉佐野市羽倉崎）
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[image: image4.emf]対照区(幼稚園)
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＊２つのポイントは、捕集数が少なく単純に評価できない。
（５）　大阪府WNV媒介蚊サーベイランス結果
[image: image5.emf]大阪府WNV媒介蚊サーベイランス結果
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＊ヒトスジシマカは調査開始時から９月初旬にかけて増加傾向を保持していた。
表：住民アンケート結果
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	蚊減少実感：全集計
	
	
	
	蚊減少実感：地域別実感

	評価項目
	時期１
	時期２
	時期３
	
	　地域
	評価項目
	時期１
	時期２
	時期３

	1少ない
	15
	15
	14
	
	周辺地域
	1少ない
	8
	10
	11

	2変化無し
	10
	11
	9
	
	　
	2変化無し
	5
	4
	3

	3多い
	1
	0
	2
	
	１４人
	3多い
	1
	0
	0

	4不明
	0
	0
	1
	
	　
	4不明
	0
	0
	0

	１効果あり％
	57.7 
	57.7 
	53.8 
	
	　
	効果あり％
	57.1 
	71.4 
	78.6 

	
	
	
	
	
	　
	1少ない
	7
	5
	3

	（注）　時期
	
	
	
	
	中心部
	2変化無し
	4
	6
	5

	時期１　：
	８月はじめ
	
	
	　
	3多い
	　
	　
	2

	時期２　：
	お盆
	
	
	
	１１人
	4不明
	　
	　
	1

	時期３　：
	９月に入って
	
	
	　
	効果あり％
	63.6 
	45.5 
	27.3 


	蚊発生源の汲み置きの水は
	
	シミュレーションの評価

	１気にする
	18
	
	１意義ある
	21

	２変わらない
	7
	
	２意義なし
	1

	３何とも言えない
	1
	
	３わからない
	4

	　　気にする（％）
	69.2 
	
	　　意義ある（％）
	80.8 













































































